米軍人による女生徒への暴行につよく抗議する
二〇〇八年二月十四日　日本民主青年同盟中央常任委員会

　

十日夜、中学三年生の女子生徒を米海兵隊員が暴行する事件が発生しました。人権を蹂躙し、少女と家族の心を深く傷つけ、未来をも奪う凶悪犯罪を絶対に許すことはできません。民青同盟は、米軍人によるこの極悪非道な行為に、つよく抗議します。
米軍兵士による凶悪犯罪は繰り返されています。沖縄で、米海兵隊員三人が小学生の女児に暴行する事件（一九九五年）が起きたのをはじめ、最近も、神奈川県横須賀市での女性強盗殺人事件（〇六年一月）、広島市での岩国基地所属隊員による女性暴行事件（〇七年十月）など、まったく改善されていません。事件のあと、米軍は謝罪し、再発防止にとりくむとしていますが、米軍に基地を提供し、駐留を認めるかぎり、凶悪犯罪がなくならないのはあきらかです。
民青同盟は、米兵による犯罪をなくし、国民・青年の安全を守るために、日米両政府がすすめようとしている米軍再編による基地の強化・恒久化の政策に反対し、基地の縮小・撤去にむけて、力を尽くしてきました。全国で抗議・宣伝行動にとりくみ、今回の事件に怒り、心を痛め、平和を願う全国の青年・学生のみなさんとともに、「アメリカいいなりをやめ、憲法、平和をまもろう」「戦争も基地もない日本を」の声を街頭で、学園で、職場で、ひろげ奮闘する決意です。
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